


















































































　いくつかの事柄 ， ，  を見直すことに































































































































































偶数回出る確率を  とする。このとき，  
と  の間に成り立つ関係式を求めよ。た
だし，0回は偶数回と考える。
???? 正三角形  の頂点を移動する点 
がある。点  は1つの頂点に達してから1秒
後に，他の2つの頂点のいずれかに等しい確
率で移動する。初め頂点  にいた点 が，  




【1】  回目までに1の目が偶数回出て  
回目に1以外の目が出る
【2】  回目までに1の目が奇数回出て  
回目に1の目が出る
これから，
一般項は，  ，  から，
 を得る。
問題２．においては，
 回目までに頂点  または頂点  にいて， 
 回目に頂点  にいることから，
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（4） 本時の授業展開
指導内容 学習活動（○：指導，●：指示•発問，□活動•予想される反応） 指導上の留意点•評価












反応 □そもそも，  のとき，なぜ，  は正の数の



























発問 ●  が正である理由は，分かりましたか？  
反応 □三角形の面積の求め方から，理由が説明できると思います。  のとき，








反応 □例えば，直線の傾きで説明できるかも。傾きを  とする。
　  が成り立つとすると，
　  が鈍角のとき，   でなければならない。
説明 このように，三角比の値に負の数を用いる必要が出てきました。まとめを自分自身で表
現できる。発問 ●まとめてみよう。
反応 □  のとき，  ，  ，















反応 □ 鋭角のとき，斜辺をつねに 1 にすると辺の比ではなく，実




を 鈍 角 に ま で ひ ろ げ て み る。  ， 








上の点  に対して，  ，  とすればよい。
 
も成り立つ。
（5） 統合的に考察する場面：  













い。図において，  の平方は，  の平方と 
??????
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問題２．正三角形  の頂点を移動する点  がある。点  
は1つの頂点に達してから1秒後に，他の2つの頂点のいずれ
かに等しい確率で移動する。初め頂点  にいた点  が，  秒
後に頂点  にいる確率を  とする。  と  の間に成り
立つ関係を求めよ。
余裕があれば，  を  
の式で表すことを指示
する（漸化式を解く）。
問題３．2 つの袋  ，  にそれぞれ2個の玉が入っている。
次を 1 回の操作とする。
操作：同時に  と  から1 の玉を取り出して  の玉は  に， 
 の玉は  に入れる。
はじめに  に赤玉 2 個，  に白玉2個を入れて，上の操作を 




























反応 □  回目が，（赤1，白1）である事象は，  回目が，（赤1，








発問 ●これから，漸化式を作ってみよう。問１，２の解答は ，P344 樹形図を書いている生






発問 問題４．1個のさいころを投げる。1の目が出たら得点を 1 点，
2または3の目が出たら2点，その他の目が出たら0点とする。
1点または2点とったときには続けてさいころを投げ，0点を





 ，  ，
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指導内容 学習活動（○：指導，●：指示•発問，□活動•予想される反応） 指導上の留意点•評価
問題。次の推移図から漸化式を作ってみよう。
作業 （1） （1）  回目が状態  ， 
である確率を  ，  と
すると，
，
（2）  回目が状態  ，， 


















????正三角形  の頂点を移動する点 
がある。点  は1つの頂点に達してから1秒
後に，  の確率でその点に留まるか，  の確
率で他の2つの頂点のいずれかに移動する。
初め頂点  にいた点  が， 秒後に頂点  
にいる確率を  とする。  を の式で表せ。
????2つの袋  ，  にそれぞれ2個の玉が
入っている。まず  から 1 個の玉を取り出
して  に入れ，次に  から 1 個の玉を取り
出して  に入れる。これを1回の操作とす




???? ， ，  のいずれかの状態をとる粒子
があり，その状態は次のように変化してい
く。
• 状態  であるとき，1秒後に状態  であ
る確率は  であり，状態  である確率は 
 である。
• 状態  であるとき，1秒後に状態  である
確率は  であり，状態  である確率は  
である。
• 状態  になったときは，その後は変化な
く  の状態が続く。粒子は最初状態  で
あるとし， 秒後に状態 ， 状態 ， 状態 




????数直線上の点  は，はじめ  に
あり，さいころを投げるたびに次のルールに
従って移動する。  が  にあるとき，
• が0か3であれば，出た目に関係なく
 にとどまる。
• が1であれば， 出た目が１のとき，  
へ，出た目が偶数のときは，  へ，出
た目が3か5のときは  にとどまる。
• が2であれば，出た目が1のとき，  
へ，出た目が偶数のときは，  へ，出
た目が3か5のときは  にとどまる。
このとき，さいころを 回投げたとき，  
が， ，2，3 にある確率をそれぞれ 



















のルールに従って移動する。 が  に
あるとき，
• 出た目が1ならば  にとどまる。
• 出た目2，3ならば，  へ
• 出た目4，5，6ならば，  へ戻る
　（  ならば動かない）。
このとき，さいころを 回投げたとき，  






• 袋  に玉が入っているとき，確率 
 で袋  に，確率  で袋  に，確率  
で袋  に，移動させる。
• 袋0に玉が入っているとき，確率  で袋1
に，確率  で袋0に， 移動させる。
　この操作を 回行ったあとで袋  に玉が
入っている確率を  とする。  の


































 から  
が求められ，  
から  が求められる。
問９．  が偶数のとき，  ，












　  のとき， 
???????????????
　統合的に考えることの意義は，物事の本質を
捉えて共通性を認識する力を養うことにあると
考える。これまで異なるものと考えられていた
ものが，高次の立場から見ることやひとまとめ
にすることで，より見通す力がつき，より深い
考察や理解につながると考える。
　最初の例は，定義は与えられたものではない
ことを認識させたい。例外を含めた形で統合し
てくことで，定義を自ら作り出せること，作り
だす必然があることを理解させたい。さらに今
後さまざまな定義が与えられた際の新たな視点
としてほしい。
　二つ目の例は，統合•発展させながら，共通
な性質や違いを見いだし分類することで，より
思考が整理されていく過程を学ばせたい。さら
に，自ら獲得したことを使い，統合的•発展的
に考えることは，既習事項の内容が体系的理解
に結びつき，より多くの見方•考え方は，探求
するこころの力になるであろう。
?????
　生徒が数学をどのように学んだか，数学をど
のようにして身に付けていくかの過程を重要視
する教材開発が求められている。すなわち，生
徒がどのように理解を深めていくかの過程の中
に，数学的な見方や考え方がどのように関わ
り，とりわけ統合的•発展的な方法をどのよう
にして取り入れるかの研究が一層求められてい
る。
　統合的•発展的な思考を養うためには，様々
な場面で統合的•発展的な考え方を働かせるこ
とであり，統合的•発展的な考え方のよさを体
感できる場面を増やすことにある。今後もその
ような教材の作成に努めていきたい。
??????
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